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般
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造
園
建
設
業
協
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会
長　

和
田　

新
也

謹
賀
新
年

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
令
和
七
年
の
お
正
月
を
、

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や

か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
、
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
正
月

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
を
は
じ

め
と
し
て
自
然
災
害
の
発
生
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。
特
に
気
候
変
動
の
影
響

に
よ
り
、
豪
雨
や
台
風
な
ど
の
災
害

が
頻
発
し
、
被
害
が
ま
す
ま
す
甚
大

化
し
て
い
る
状
況
で
す
。加
え
て
、年
々

増
加
す
る
猛
暑
日
も
私
た
ち
に
多
く

の
課
題
を
突
き
付
け
て
お
り
、
自
然
と

の
共
生
の
あ
り
方
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
年
で
し
た
。
ま

た
、
世
界
各
地
に
お
け
る
安
全
保
障

環
境
の
悪
化
に
よ
り
、
資
機
材
価
格

の
高
騰
や
品
薄
が
続
き
、
日
本
国
内

の
経
済
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
て

い
ま
す
。特
に
建
設
業
や
造
園
業
で
は
、

予
算
管
理
や
工
期
に
重
大
な
影
響
が

生
じ
て
お
り
、
経
営
環
境
は
ま
す
ま

す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
協
会
活
動
に
お
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
は
な
く
な
り
、

総
会
や
理
事
会
は
再
び
対
面
で
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
各
種
委

員
会
な
ど
も
対
面
を
基
本
と
し
つ
つ
、

ウ
ェ
ブ
の
利
用
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
よ
り
柔
軟
か
つ
効
率
的
な
運
営

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
日
造
協
が
取
り
組
む
べ
き

課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、
解
決
す
べ

き
難
問
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
大
規
模
自

然
災
害
に
備
え
る
た
め
、
防
災
・
減

災
に
資
す
る
取
り
組
み
を
強
化
す
る

こ
と
が
急
務
で
す
。
産
学
官
が
連
携

し
知
識
と
技
術
を
共
有
し
て
、
皆
様

が
憩
え
る
安
心
・
安
全
な
防
災
公
園

や
既
存
公
園
の
整
備
、
緑
地
の
保
全

な
ど
緑
豊
か
な
環
境
整
備
な
ど
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
成
立
し
た
第
三
次
担
い
手
３

法
に
基
づ
き
、
労
働
・
経
営
環
境
の

改
善
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
担
い

手
の
確
保
・
育
成
を
図
る
た
め
の
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
へ
の

対
応
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
造
園
業
で
働
く
方
々
や
造

園
業
を
目
指
す
若
者
が
、
夢
と
誇
り

を
も
っ
て
活
躍
で
き
る
希
望
に
満
ち

た
産
業
と
な
る
よ
う
、
働
き
方
改
革

の
推
進
や
昨
年
か
ら
建
設
業
界
へ
適

用
と
な
っ
た
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
に
対
し
て
も
適
切
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
新
た
に
創
設
さ

れ
た
「
緑
地
樹
木
剪
定
士
」
を
は
じ

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
の
運
用

や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
推

進
と
い
っ
た
社
会
的
課
題
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博

覧
会
の
開
催
年
と
な
り
ま
す
。
そ
し

て
い
よ
い
よ
２
年
後
の
２
０
２
７
年

に
横
浜
で
開
催
さ
れ
るGREEN

×

EXPO2027

は
、
国
内
外
の
来
場
者

に
造
園
の
素
晴
ら
し
さ
、
多
様
な
可

能
性
、
魅
力
を
理
解
し
て
も
ら
え
る

最
大
の
機
会
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
年
の
干
支
は
乙き
の
と
み巳

で
、
こ
れ
ま
で

の
努
力
や
準
備
が
実
を
結
び
始
め
る

時
期
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ

れ
が
社
会
に
提
供
し
て
き
た
「
み
ど

り
の
価
値
」
を
広
く
国
民
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
努
力
が
実
を
結

び
、
さ
ら
に
活
気
あ
ふ
れ
る
業
界
へ

と
変
貌
を
遂
げ
る
年
と
な
る
よ
う
、

会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
本
年
も
造
園
業
の
発
展

の
た
め
に
協
会
一
丸
と
な
っ
て
努
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

国の天然記念物「川
か わ ご

古のクス」　佐賀県武雄市若木町川古

●指定：大正 13 年（1924）12 月 9 日　●推定樹齢：3,000 年を超える
●樹高：25m　　●幹周：21m　　●枝張：東西南北 27m

　「川古のクス」は、佐賀県中西部の武雄市若木町川古の「川古の大楠公園」に生育する巨樹老木で、主幹の内部は空洞化しており、
ここに稲荷の石碑が祀られている。
　伝承によれば奈良時代の著名な僧侶である行基がこの地を訪れた際、当樹の幹に像高 2.4m の観音像を直接刻んだと伝えられている。
　明治維新直後の廃仏毀釈により削り取られて、その際、観音像の頭部から鋳造で出来た 4cm ほどの観音像が現れ、主幹の空洞入口
に祀られていた。現在は大楠に隣接して建てられた仏堂に安置されている。
　佐賀県ではクスノキは、「県の木・県の花」に選定され、県民とクスノキは古くから縁が深く、県内各所にクスノキの巨樹や老木が
多数生育している。中でも「川古のクス」は最大のもので、本樹そのものが信仰の対象とされ、長年にわたり手厚く保護されている。

令
和
７
年
の
年
頭
に
あ
た
り

2025 年　新春座談会
新春特別号

新入・若手 U25 社員が語る
造 園 業 へ の 思 い と 展 望
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桑原　これからの造園業界を担う入社１
年目から６年目、年齢だと U

アンダー

-25 の若手
社員の皆様に集まっていただきました。
新年にふさわしい希望に満ちた明るいお
話を伺えればと思います。まず、自己紹
介を兼ねて、現在の仕事の内容を教えて
ください。
力石　仙台から来ました。入社 2 年目で、
現在は工事の見積もりをしたり、植栽計
画の設計などの業務をしています。
能津　入社 4 年目で 22 歳です。今やっ
ている仕事は、メインが造園とちょっと
離れますが、園芸とかお花関係で、公園
や民有地での花の植栽をやっています。
川野　岡山県から来ました。現在やらせ
ていただいている仕事は、公共街路樹や
花壇などの維持管理が主です。最近では

木に登っての剪定も少しずつ教えてい
ただいております。
堤　北九州市から来ました。私は入社
して 6 年目で、現在は公園の整備工事
で代理人を務めています。
惣田　愛知県から来ました。入社 1 年
目です。まだ、自分の担当という業務
はなく、研修を終え、現在は上司とと
もに公園管理の補佐として関わらせて
いただいています。
角　入社 1 年目の 25 歳です。現在は環
境緑花研究室という部署で、社内デー
タの取りまとめをして、社内の環境価
値を算出したり、千葉大学と共同研究
を行い、社会実験を行うなどの担当を
しています。

2025 年 
新春座談会

桑原　皆さんはどういった理由で造園
業界を就職先として選ばれたかをお聞
かせください。
力石　もともと植
物に関心があり、
植物に関わる仕事
をしたいという気
持ちはありました
が、造園業という
ものは知りません
でした。
　大学の時にコロ
ナ禍で、オンライン授業となり、友人と
も会えずに 1 人で家にいると気持ちも
落ち込み、ふさぎ込むような感じでした
が、近くに小さい緑地があり、気分転換
にいくと、ちょっと元気になれたり、癒
されました。だから、人と自然がつなが
ることで私が元気をもらえたように、私
もそういう場所をつくれたらと思い、造
園業を選びました。
能津　農業高校出身で、畜産関係を考え
ていましたが、畜産は身体に合わず、違
う方面で働こうと思いましたが、いろい
ろな会社を見学する中で、山下公園の管
理を見学させていただき、こんな雰囲気
がいいところで働くのもいいなと、いま
思うと造園というものをまったく知ら

ず、この業界に入りました。
川野　自分は大学が生物系の学部だった
こともあり、自然や生き物に関わりたい
といった気持ちがあり、人が住む場所と
自然という分断されて考えがちなものを
緑化という方法でつなげていく、造園業
のあり方がすごくいいなと思って就職先
に選びました。ただ、造園業界の就職に
関する情報はなかなかありませんでし
た。
堤　私は、造園や農業の基礎が学べる高
校で、フラワーアレンジメントや造園技
能、公園の計画設計や測量に関する基
礎的な知識と技術を学びました。その 3
年間で自然や植物に触れることが日常に
なり、学んできた事を生かした仕事がで
きればと思って、インターシップで実際
に体験して造園業界に入りました。
惣田　農学部で森林学を専攻しました
が、就職はサービス業や接客業を考えて
いました。ただ、私の地元はすごい田舎
で、自然に囲まれて育ったので、やっぱ
り自然と関わる仕事がしたいなっていう
気持ちが出てきて、私も造園業がどうい
うものかよくわからずに飛び込んだのが
正直なところです。
角　私も正直、造園業界のことは知りま
せんでした。私は大学と修士の６年間、

園芸学、花の研究をしており、植物や花
に触れたいと思いつつ、就職活動をして
いました。ある会社の役員の方から「そ
んなに植物が好きであれば、植物を専門
に扱う会社がいいのでは」と言われ、そ
の通りだと思い、植物に関わる仕事がし
たく、造園業界を知り、入社しました。
桑原　学ばれてきたことはさまざまで、
造園についてよく知らなかった方が複数
でしたが、入社前と後、想像していた造
園と現実のギャップはありましたか。
力石　就職する前は、大きな家やお寺な
どでお仕事をされる、庭師さんのイメー
ジでしたが、就職活動で調べ、公園や街
路などのお仕事もされていることを知り
ました。でも、実感は湧きませんでした。
　実際に仕事を始めて、造園を知ると、
街を歩きどこをみても、植栽だったり、
造園の仕事で溢れていることに気づきま
した。私の実家にお庭はなく、造園を知
る機会がなかっただけで、造園業は私達
の生活に身近であることを知ったのが、
造園業界に入って一番の発見です。
能津　 就 職 前 は、
いわゆる土木のイ
メージで、大雑把
に言うと、土をい
じってる人たちで
し た。 就 職 後 は、
庭や花、公園、街
路樹、外構、屋上
緑化、灌水設備な
ど、こんなに幅広くやるんだとびっくり
し、想像していたよりもはるかにいろい
ろなことをしていて大変だと思いまし
た。
川野　自分も仕事の範囲の広さに驚きま
した。
 　木を切ったり、刈り込むといった作
業だけでなく、石積みや外構工事、土の
下に透水管を埋め込んだり、造園にはい

ろいろな工種や作
業があることを知
りました。
　ただ植物につい
て知識があり、植
物関連の作業をす
ればいいのではな
いことが就職して
分かりました。
堤　私は、庭や公園、みどり豊かな環
境をデザインしたり、管理する仕事だ
と、学校で学んだ通りではあったものの、
思ったより体力を使う仕事で、重たい資
材を運んだり、天候に左右される環境で
作業を続けることも現場によっては求め
られるので、そのギャップに驚きました。
惣田　業務内容は、事前に調べたので、
就職前と後であまり違いはありませんで
したが、私が一番びっくりしたのは、知
識の深さ、考え方の多様さを感じて、工
務部で施工管理を担当させていただくこ
とになりますが、職人さんと仕事をする
とき、職人さんそれぞれに考えがあって、
自分の考えとまったく逆だったり、剪定
の仕方も、切り方一つで、その方の個性
や考えが出て、1 年目では到底学び尽く
せない知識の深さに気づき、それが植物
と触れ合う面白さだと感じています。
角　私も造園業の幅広さを入社して実感
しています。特に入社する前は気にして
いなかった公園や普段目にするところが
造園の仕事だと分かり、見る目が変わっ
たというか、街中の木の剪定のされ方な
ども気にするようになって、視点が変
わったと思います。
　もう一つは働き方です。造園会社は厳
しいのかなと思っていましたが、皆さん
とても優しく、丁寧に教えてくださり、
きっとこれは会社や業界の先輩方が少し
ずつ変えてくれて今があるんだなという
のを実感しています。

桑原　造園の仕事は幅広く、深いことが
キーワードだと思いました。もう一つ、
角さんがおっしゃった厳しい上司や先
輩が怖いイメージがあったようですが、
造園に限らずそういう厳しい上司から
柔らかい上司が求められるようになり、
時代の流れを感じます。
　次に、自分はこんな仕事をしてみたい
とか、希望などはありますか。
力石　今、積算業務をしており、目前で
は、積算の能力を磨きたいと思います。
積算の際、いろいろな図面を見ますが、
図面からこんなことをするんだ！こん
なこともできるんだ！できるとどうな
んだろう？と、ワクワクし、実際に職人
さんたちの手によって完成したものを
見たときも、こうなるんだ！と感動しま
す。
　造園を何一つ知らない世界から飛び
込んだからかもしれませんが、感動する
ことが多いので、私もワクワクや感動し
ていただけるようなお仕事、設計ができ

るようになれたらと思っています。
能津　2027 年のグリーンエキスポに
ちょっとでも関わらせていただけたら嬉
しいです。上司から横浜のガーデンネッ
クレス、緑化フェアを横浜でやったとき
の話を聞き、面白そうなので、大きなイ
ベントに関わっていけたらと思います。
川野　当面の目標は、剪定が出来る要員
として数えて貰えるようになることで
す。まだ資格が無いので剪定枝の片付け
や掃除がメインです。その仕事が嫌とい
うわけではないです（笑）
堤　半年は管理、半年は工事のような感
じで、今は整備工事を担当し、ICT 技術
の活用を進めたいと考えています。ICT
の活用で、品質の向上や少ない人員で
の作業が可能となり、構造物の丁張に
3 日掛かっていたものが半日、しかも 1
人で、安全にできるようになったりしま
す。役所の方たちもまだそういったこと
が分からない中で、最新技術をいち早く
勉強して、そういうことができるのが我

座 談 会 出 席 者
　　　力石 茉南 氏　東洋緑化㈱ 角 知咲希 氏   ㈱日比谷アメニス

         能津 蓮弥 氏　サカタのタネグリーンサービス㈱ 惣田すず佳 氏　大島造園土木㈱

　　　川野 悠介 氏　㈱武田園  堤　裕 貴 氏　㈱九州造園

（司会）  桑原 宣基　　 （一社）日本造園建設業協会 広報活動部会委員
　オブザーバー： 和田　新也   （一社）日本造園建設業協会 会長
　　　　　  伊藤　康行  （一社）日本造園建設業協会 上席調査役
　　　　　  成家　 岳    （一社）日本造園建設業協会 広報活動部会部会長           

　今回の座談会は、会員企業の 25 歳以下の新入・若手社員の方々にお集まりいただきま
した。昨年の「転職は天職」と転職社員の方々にお話をお聞きしましたが、今年は、新卒
社員の方々の造園業界への入職のきっかけや造園のイメージと実際のお仕事、今後の造園
業界や皆様の描いている将来像をお聞きする企画と聞いています。これから造園業界に
入って来られる方々に参考になるとともに、受け入れる私たちにとっても興味深いテーマ
です。ぜひ忌憚なく語っていただければと思います。（座談会冒頭、和田会長あいさつより）

こんな仕事をしてみたい

新入・若手U25社員が語る

造 園 業 界 を 選 ん だ 理 由

力石 茉南 氏

能津 蓮弥 氏

川野 悠介 氏



　また、就職活動をしているとき、造園
企業さんの会社説明会や企業説明会に参
加している造園会社さんに私は出会うこ
とがありませんでした。
　結局、私はインターネットで造園企業
のホームページをみることで、造園企業
を知りましたが、今も就職活動されてる
学生さんが造園業界や造園企業をもしか
したらあまり知る機会、知るきっかけが
ないのではないかと思いました。
　大手就職サイトさんや大学が開催して
いる説明会への参加は難しい面があるか
もしれませんが、普段の仕事を通して
もっと造園の魅力をアピールしていきた
いと感じました。
桑原　造園業界の大きな宿題といったご
意見をいただきましたが、実際に今の会
社を選んだツール、媒体はなんですか。
角　就職活動自体
は、大手のナビサ
イトをはじめ、だ
いたいのところに
登録していました
が、そこに造園企
業は出てこなかっ
たと思います。日
比谷アメニスは、
Google 検索で「植物」「仕事」「東京」
で検索して、出てきたことと、大学の研
究室の先輩が就職しているのを知ったこ
とから、入社を決めました。
惣田　私も就職サイトに今の会社は出て
おらず、通っていた大学のＯＢの方が社
員になっていて、大学に訪問してくだ
さって会社の存在を知り、説明会の案内
をいただいたのがきっかけです。
　大学が大阪だったこともあり、そうい
うことがなければ名古屋の造園会社に就
職することはなかったです。うちの会社
では社員の方が、地元をはじめ、岐阜、
大阪、東京、九州など、自分の卒業した
大学に会社の説明に行っています。
堤　私は高校のインターンシップで、た
またま九州造園に伺い 2 日間で測量な
どをさせていただきました。インター
シップ体験の後、高校に直接、会社の部
長さんが来られて、ぜひ九州造園に来て
欲しいというお声がけがあり、私は担任
の先生からそれを聞いたのがきっかけに
なりました。
川野　大手就活のサイトやインターネッ
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が社といわれるようになるよう、技術と
知識を学んでいきたいと思っています。
惣田　公園管理の補佐として、今は維持
管理の仕事させていただき、植物の知識
を高めようとしていますが、将来的には
工事、植物を植える公共工事などにも携
わるのが目標です。自分自身が都市公園
や緑、自然公園に惹かれ、感動するので、
そういう環境づくりのお手伝い、自分で、
一緒につくり上げ、その後の植物の成長
まで見届けられるような仕事ができたら
とっています。
角　私は社内全体のデータを見る機会が
多く、弊社だけでなく、造園業界全体で
考えても、造園の仕事は今世界で求めら
れている脱炭素とか、生態系の保全に強
く貢献する仕事なので、ビジネスチャン
スだと思っています。
　データを扱う立場としては、もっと自
社を社会にアピールできるのではないか
と思いますし、デベロッパー、ゼネコン
さんではできない、造園会社だからでき
ることがあると思うので、それを対外的
に、さらに強力に造園の魅力を発信でき
ないものかなと考えています。
桑原　皆さん、しっかりしたお考えをお
持ちで、「みどりに携わることで、周囲
に感動を与えられる」と若い人たちが考
えながら仕事をしていることに、こちら
が感動しました。
　また、ICT 技術で仕事の効率化の話も
あり、今では週休 2 日が当たり前、労
働時間の制限が厳しくなる中で、残業な
ど、勤務状況はいかがですか。
力石　仕事の内容や量については、会社
が配慮してくださっているので、時間を
過ぎそうになると、もう大丈夫だよって
言ってくださいます。自分が仕事に習熟

せずに時間が掛かってしまう場合以外
は残業はないです。
能津　上司から無理するなよと言われ
ますが、頼まれた仕事の量と期限が重
なったりすると、残業をせざるを得な
いときもあります。
川野　現場の制限があるので、だいたい
は定時に来て定時に帰る感じです。残業
は事前に申請する必要があり時間の管
理はしっかりしています。ただ状況に
よっては早朝に出発する場合もあるの
でそれがつらいと思うことはあります。
堤　 整 備 工 事 に
入っている時は結
構あります。工事
で施工計画書を出
さ な い と 始 ま ら
ず、訂正が 5 回ぐ
らいあったりしま
す。現場の後、会
社に戻ると、差し
入れが用意されているので、頑張れと
いうことなんだなと思い気合を入れな
おして書類を作成しています。
惣田　スケジュールを自分で調節して、
仕事をするので、残業する日もあります
が、その日にするのか、次の日にする
のか、働き方は自分で決められるので、
いい環境だと思っています。
角　入社してまだ半年なので、残業は
ほとんどしていません。例外で、最近
学会に報告論文を出しましたが、その
締め切りや相手の返信を待つ必要があ
るときに、その作業をして帰ることは
あります。
　ただ、同期でも、工事部の人は残業
があると聞いています。

桑原　若い人はお酒の付き合いは苦手
で、アルコールハラスメント、アルハラ
と言われたりもしますが、いかがです
か。
力石　会社で春に 1 回、年末に１回、
部署内に限ったものなどはありません。
能津　春の送別会と忘年会のみで、部署
内や個人的なお誘いはありますが、断っ
ても問題なく、強制参加なものはありま
せん。
川野　夏と冬に会社単位の飲み会があ
ります。岡山が車社会なのもあります
が、会場に車で来る人も多く、飲酒しな
い人も多いです。自分も飲めない体質な
ので、入社前は飲まされるのを警戒しま
したが、実際は配慮していただいていま
す。
堤　年度切替と忘年会だけで、自分もお
酒は得意ではなく、その他のお酒の席も
ありますが、自分は食べる担当です。
角　私の会社も節目だけです。会社の
方々は若い人にすごく気を遣っている
と感じ、そういう時は少し申し訳なく思
います。
惣田　年度の区切りにありますが、次の

間以上掛かったりするので、先輩や上司
と雑談しています。コミュニケーション
のために特別に時間を作ったりすること
はないです。
堤　私もトラックの中や一番多いのは仕
事が終わった後に詰所に集まって雑談と
か現場はどうなったみたいな話をするこ
とがあります。
惣田　私は職人さんと 1 日中現場で作
業する場合、お昼休憩とは別に 10 時か
ら 30 分と 3 時から 30 分の小休憩があ
るので、そこでジュースをご馳走になっ

たりしながら雑談したり、私はまだ分か
らないことが多いので、お聞きしたりし
ています。職人さん方の昔話や面白いお
話が聞けるので楽しいです。
角　私も社内に休憩スペースがあり、若
手社員はそこでお昼を食べて、お話をす
ることがあります。自席でお昼を食べる
方も多いので、個人的に喋ることは直属
の上司以外はあまりないです。上司とは
一緒に現場に行ってお昼をご馳走して
いただいたりするときにお話したりし
ます。

桑原　現状と希望を語っていただきまし
たが、今後改善して欲しい、改善したい
などといった課題などをお聞かせいただ
ければと思います。
角　社内的なことですが、グループ企業
でお花の割引があるんですが、もっと割
引率が高くてもいいのになと思います。

（笑）
　造園企業は、こんなに身の回りのとこ
ろで仕事をしているのにあまり知られて
いません。会社の知名度をもっと上げた
いということを、入社して強く思ってい
ます。
堤　業界や会社、仕事の不満はありませ
ん。ただ、これは先方の都合や急な仕事
があって、仕事が詰まり過ぎるときがあ
るので、もうちょっと調整できたらいい
なと思うのですが、これはなかなか難し
いです。こうした点も最新技術で省力化
などできると、ある程度改善できるので
はないかと思います。
川野　僕も不満とかはありませんが、個
人的に社内の設備、車が新しくなったら
嬉しいです。それと軽トラックにバック
モニターがついていたら、バックが安全
にできるので、省力化にもなるのでいい
のかなと思います。
　造園業界の課題というか、気になって
いることとしては、ブルーカラーに対す
る社会的なイメージを変えられたらいい
なと思います。特に夏の暑さがものすご
くなっていて、個人の感想ですが、若い
世代が外仕事を敬遠している雰囲気が
漂っている気がします。暑い日は休憩も
長めだし、働く人への配慮があるこを
知ってもらって、造園業を志す人がもっ
と増えて欲しいと思います。
桑原　積算基準で真夏の補正率がありま
す。積算基準自体は国が決めるものです
が、いろいろな機会を通じて要望などを
行っているところです。
能津　業界や会社に対しては不満はあり
ませんが、沈床花壇での仕事があり、熱
気が溜まって 45℃とかになって、２時
間も働くと視界が悪くなるレベルなの
で、夏の暑さが和らぐといいなと祈って
います。
力石　私も配慮してもらっているので会
社に対してはありません。現場に行くこ
ともありますが、外仕事は社内仕事と違
う経験で勉強になります。

日の現場が基本的
に車移動になるの
で、お酒を飲まな
い人も多いです。
　私は皆さん集ま
る場は普段お話で
きない方と交流が
できるので大好き
です。
桑原　今のお酒の席以外でのコミュニ
ケーションはいかがですか。
力石　社内にいるときは、女性社員で集
まって、お昼を食べるのが恒例なので、
そこでお話をしたりします。机の配置も
向かい合わせなので、コミュニケーショ
ンできます。
能津　コミュニケーションで苦労したこ
とはないです。入社時に研修で全部署を
回ったので、そこでお世話になった先輩
が本社に来た時に会って喋ったり、地方
に出張したときに飲みに誘われて、その
人と行くことはあります。
川野　会社の人と話す機会が一番多いの
は、現場に移動するトラックの中です。
渋滞とか現場が遠かったりすると、1 時

お酒の付き合いやコミュニケーション
角 知咲希 氏

惣田すず佳 氏

堤　裕 貴 氏

業界や会社で改善して欲しいことや課題

造 園 業 へ の 思 い と 展 望
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トで「岡山県」「造園」を検索しました。
東京に住み、日本大学の生物資源科学部
で藤沢に通っていましたが、就職は祖父
母の家が岡山で、就職を機に岡山に住ん
でみたいなと思い、ネットで知った今の
会社の職場体験に参加し、いい会社だな
と思い就職しました。
能津　高校を出て就職しましたが、学校
への求人票には造園系はなく、そのほか
の求人票を見てもピンとくる会社がな
かったので、近くのハローワークで紹介

していただいたのがきっかけです。
力石　大手就活サイトに登録していまし
たが、造園系はどちらもヒットせず、会
社の企業説明会に行っても造園は見当た
らず、角さんと同じで、「緑化」など、
いろいろなキーワードで検索し、出てき
た会社のホームページを見て、その中に
あったのが今の会社で、興味が湧いたの
でホームページの問い合わせからアクセ
スしたのがきっかけです。

桑原　造園業界に人が入ってこないこと
が日造協の課題にもなっていますが、そ
の対策の糸口が見えた気がします。若手
の人材については、もう一つ離職の課題
がありますが、就職して良かったと思う
こと、やりがいなどが仕事を続けるうえ
で大切だと考えますが、業界に入って６
年目になる堤さんいかがですか。
堤　難しい現場ほど達成感、やりがいが
あると思っています。公園工事は協力業
者の方たちと一致団結して取り組むこと
で初めて成り立ちます。それぞれの専門
分野での知識や技術を持ち寄り、共通の
目標に向かって、提示されたもの以上の
より良い公園をつくり出そうと日々、関
係者全員で頑張っています。
　パソコンに向かい合っての業務は得意
ではなく、現場で作業するのが好きだっ
たりしますが、役所をはじめ発注者さん
への対応は、相手と同じレベルかそれ以
上でなければならないと思っており、人
一倍図面を読み込むようにしています。
工程表もきっちり組んで、毎日夕方に工
程表の再確認をして工期への対応を適宜
見直しています。
川野　いろいろなことができるようにな
ることが良かったと感じています。何か
と言いますと植物に関する知識、技術だ
けでなく、機械や工具の仕組み、その取
扱いなどの実用的な技術が身に付いた
り、仕事が早寝早起きなので自律神経も
整って心身ともに鍛えられた感じがしま
す。また、自分は本来あまり運動が得意
でなく、体力に自信がありませんでした
が、入社前より体力がついたと感じてま
す。これからもっと鍛えて働きたいと思
います。
能津　パソコンに詳しくなりました。あ
と、思っていた通り現場に出れる仕事で
よかったです。ずっとパソコンの前だと、
本当にしんどいので、自分で予定を立て
て、現場に出られ、仕事の幅が広いので、
すごい楽しく、新しいこと、好きなこと
を勉強できるのがいいです。ただ、数字
関係のパソコン仕事は、何回も修正が入
るので、積算を続けていると現場に出た
いと思ってしまいます。
　また、やったことがない業務について
も、聞けば皆さん教えてくれるので、い
ろいろ学べて充実感があります。
力石　一番良かったことは、大学で森林
の勉強はしていましたが、造園業界に

入って、今まであまり知らなかったいろ
いろなことを学べることです。街の中を
歩いているときも勉強できるし、この木
ステキ、この草カワイイなど、毎日が勉
強で知識を増やせるのは楽しいです。
角　良かったことは、大きく２つあって、
一つは街を見る目が変わったことです。
造園に使われる植物を知って、何気なく
街を歩いても、こんな風に使われている
んだということが分かるようになり、生
活が豊かになりました。
　もう一つは、私の部署が成果物を社会
に出す仕事なので、文献を調べていて自
分が出したものを見つけたことです。世
に成果を出す仕事ができているのを実感
しました。
惣田　私も日常で刺激を受けることがす
ごく増えたことが一番嬉しく、研修期間
中に、現場を回らせていただいて、担当
された方がこだわった場所やこれはダメ
だよねっていうことを教えてもらうと、
別の場所に行ったときにもそういう視点
で見ることができ、何となくいいなと
思っていた理由が分かったり、公園や街
路を見るだけで、いろいろなことが学べ
て、今日も東京に来てびっくりしたのが、
イチョウの剪定がとてもきれいでした。
名古屋にはあまりイチョウ並木がないか
らかもしれませんが、造園業界に入って
なかったら、スルーしちゃっていて、街
中でこんなにたくさんすごいって思う機
会なかったと思います。造園の仕事をし
ている人ってすごいと思います。
桑原　すごいと感じたりするのは、先輩
のアドバイスから学ばれているのか、造
園に携わって自分の意識や見方が変わっ
たからなのかというと、どちらになるの
でしょうか。
惣田　私の場合は教えていただいてで
す。その研修期間中にいろんな現場を見
させてもらい、自分で気付けることって
少ないんだなって実感しました。現場で
そうなった意図を教えていただいて、何
も考えずに見てたものが実はすごいこと
であることを教えていただいて、視野が
広がることが私は多かったです。
角　私はどちらもあると思っていて、こ
れまでスルーしてたことを自分で注意し
て見るようになったのと、職人さんから、

「ここはこういうこだわりがある」と聞
いて初めて分かることもあります。

桑原　なかなかこういう機会はないと思
いますので、同世代同士で聞いてみたい
ことがあればいかがですか。
力石　能津さんが花壇植栽のお仕事をさ
れていて、私も時々現場に行きますが、
花の名前や品種がカタカナで覚えるのが
大変ですが、花の名前をどう覚えるのか
をお聞きしたいです。

能津　花壇デザインをするときに花の品
種と色を指定します。カタログを見て使
いたいもの、僕は好きなものは覚えられ
るタイプなので覚えられます。また、何
か珍しいものを使ったら、お客さんに「こ
れなに？」って聞かれるので、自分も分
からなければその度に調べるので刷り込
まれ、何回も何回も反芻して覚えます。

角　私も能津さんにお聞きしたいのです
が、植物を使う時に自社グループのもの
に限定されてしまったりしますか。
能津　僕の場合は半々です。いい悪いで
はなく好みですが、サカタの品種は原色
が多いです。その他の A 社や B 社さん
は、それとは違ったものがあったりする
ので、現場に応じていろいろな種苗メー
カーさんのものを使っています。
堤　実務経験が増えるにつれて任される
仕事が多くなってくると思います。任さ
れた仕事に対しての責任、上司に言われ
たことを言われた通りというのではな
く、１を聞いて 10 を知るではないです
が、自分で考えて仕事をするとか、何か
を聞く前に自分で調べられることはして
おくとか、仕事をする上で気を付けてい
ること、心がけていることがあれば皆さ
んにお聞きできればと思います。
川野　造園の仕事に限った話ではないの
ですが、気遣いをできるように気を付け
ています。というのも学生のときは言わ
れたことをやるだけで過ごせていました
が、社会人になってからの仕事において
は、所作というか、自分の行動を他の人
が見たときに、どう映るのかということ
を意識せざるを得なくなったなと思って
います。
　というのも、自分が苦手なことだった
ので、できるようにしていきたいという
ことも踏まえてそう思っています。
能津　作業で言うと現地調査をきちんと
することです。遠い現場のときのあるあ
るですが、「ここ測ってない」で、それ
以降が一つも進まなくなるので、気を付
けています。
　また、僕はすぐ人に聞くタイプですが、
聞いたことは二度聞かないように、一発
で覚える、それだけは意識してます。

力石　報告、連絡、相談「ホウレンソウ」
のタイミングをつかむのが苦手です。責
任感の話にもなると思いますが、どこま
でを自分で判断して、どこから上司に相
談すればいいかが分からなくなってし
まったりして、タイミングを逃してしま
うことがあるので、それで迷惑を掛ける
ことがないよう、ホウレンソウをきちん
とできるように心がけています。
角　私は入社半年で責任を語れないので
先輩の話をします。施設の緑地管理をし
ている先輩が心がけているのが自分のこ
だわりを持つことでした。職人さんは職
人さんのこだわりを持たれていますが、

「ここはこうしてください」と、きちん
と自分のこだわりを何回でも職人さんや
施設の方にわかりやすく伝えることを心
がけていて、すごいと思います。そして
それが仕事に対する責任でもあると思っ
ています。
惣田　配属前に上司に言われたことです
が、すべての行動に目的を持って欲しい
といわれました。指示を受けて、ただそ
れをすればいいという人もいるかもしれ
ませんが、自分が指示する側になるには、
何でその行動をするかを考えていない
と、目的がつかめず、指導する側になっ
たときに後悔すると教えていただきまし
た。
　例えば最初の頃は、刈り草の回収作業
も、なぜこの作業が必要なのかを考えま
した。これは、パッカー車に入れやすく
するために回収しているのであって、だ
としたらどこに集めるとパッカー車に入
れやすいかということが考えるなど、そ
の派生でいろいろ考えることが増えるの
で、それをすごく意識し、心がけていま
す。

桑原　最後にご自身の 10 年後、将来の
ビジョンをお聞きかせいただけますか。
能津　1 人で現場を全部回せたらいい
なって思います。今は何をするにも上司
の確認が必要ですが、1 人で九州とか東
北の仕事を取って、現場を回したいと思
います。
力石　設計は今、上司の補佐をしていて、
自分の設計をお客様に提案するというこ
とはまだありませんが、今後、上司から
いただいた知識などを勉強、吸収して自
分の設計で、自分らしさ、会社らしさで
お客さんに提案して、そういう空間が利
用される方々の癒しや感動してもらえる
場所になったり、そういう場所づくりを
して、感動をお客さんに提供できるよう
になりたいと思います。
角　会社に資格奨励の仕組みがあるの
で、いろいろな資格を取ることで会社に
還元できることが増えればいいなと思い
ます。
　また、現在は、上司の確認がないと物
事を進められない立場にいるので、例え
ば今こういうことがしたいんですって
言っても、私 1 人ではすぐに動かせな
いことが多いですが、自分がやりたいこ
とを協力を得て動かせる立場になれれば
と思います。
惣田　むちゃぶりをしてもらえる人にな
りたいです。ちょっと言い過ぎかもしれ
ませんが、「これやってみてくれない？」
と、挑戦させていただける人になりたい
です。
　言い方変えると、私ならできるかもし
れないって思っていただけているという
ことで、成功するか失敗するかは、別に

して挑戦する機会をいただけるのは、す
ごい光栄だなと、入社してから強く思っ
ています。
　これは、直属の先輩が任されている姿
を隣でよく見ていて、かっこいいなって、
すごく思うのでそういう人間になれたら
なと思っています。
堤　10 年後は、会社内でも上の立場に
なってくると思うんですけど、新しい技
術がどんどん出てくる中で、この現場は
難しいけど、できるところがあるかなっ
ていう時に、「九州造園に頼んだらいい
んじゃない」と言ってもらえるようにす
るのが、今の自分の目標です。
川野　10 年後になると実務経験の年数
的にも、取得できる資格も増えるので、
ちゃんと取得し、技術や知識だけじゃな
く、自分の仕事ぶりから、お客さんにこ
れは川野に頼みたいとか、同じ会社の人
なら、川野と一緒の現場で嬉しいとか、
そういってもらえる人になりたいと思っ
ています。
桑原　本当に頼も
し い と い い ま す
か、若い方のお話
をお聞きして印象
的だったのは、感
動とワクワクと癒
しを与えていきた
いという熱い想い
です。大変有意義
な時間でした。
　働きやすく、楽しくて魅力のある造園
業界にしていくことが、私たちの役目だ
と再認識しました。今日はありがとうご
ざいました。
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10 年後　自分の将来のビジョン

教えてもらう・自分で気づく学び

造園の仕事で良かったこと、やりがい
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